
(57)【要約】

複数のトロカールを患者の腹筋正中線に沿って置いて、

注気されて膨らませられた腹膜前スペース内に延伸させ

て鼠蹊部ヘルニア修復に使用する経皮メッシュ固着配置

装置であって、該装置は選択した１つのトロカールを介

して腹膜前スペース内に導かれ、該装置は、螺旋状に巻

かれた補綴メッシュロールであって内部にアンカーを把

持したロールを格納する筒状のスリーブを含む。アンカ

ーは、それに取り付けられたストリングかテザーであっ

て、補綴メッシュとスリーブに設けた孔を通って外側に

延伸するストリングかテザーを有する。該ストリングは

外科医によって把持され装置を後腹壁にしっかりあてが

うように位置させ保持する。スリーブをメッシュから分

離させることができ、また、選択された１つのトロカー

ルを介して腹膜前スペースから除去可能である。メッシ

ュの孔は、選択された１つのトロカールの通過を可能に

する適当なサイズに設けられている。そのようにして、

補綴メッシュを部分的に広げて縁を腹壁にとめることが

でき、アンカーをメッシュから分離させて、選択された

１つのトロカールを介して腹膜前スペースから除去可能
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 修 復 に 使 用 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、
　 筒 状 ス リ ー ブ と 、
　 離 脱 可 能 に 前 記 筒 状 ス リ ー ブ 内 に 入 れ ら れ 螺 旋 状 に 巻 か れ た 補 綴 メ ッ シ ュ の ロ ー ル と 、
　 離 脱 可 能 に 前 記 メ ッ シ ュ に 取 り 付 け ら れ た ア ン カ ー と 、
　 前 記 ア ン カ ー に 取 り 付 け ら れ 前 記 メ ッ シ ュ を 貫 通 し て 前 記 ス リ ー ブ か ら 外 側 に 延 伸 す る
ス ト リ ン グ と 、
を 含 む 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 筒 状 ス リ ー ブ は 閉 鎖 端 と 開 放 端 を
有 し 、 該 開 放 端 は 内 側 に 延 伸 す る ス ロ ッ ト を 有 し 、 該 ス ロ ッ ト を ス ト リ ン グ が 自 由 に 通 り
抜 け る こ と が で き る よ う に 設 け た 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 筒 状 ス リ ー ブ は 丸 い 半 円 形 状 の 閉
鎖 端 を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 筒 状 ス リ ー ブ は 、 テ ー パ ー 付 き の
曲 線 形 の 開 放 端 を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 筒 状 ス リ ー ブ は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
か ら 作 ら れ て い る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 、 ス ト リ ン グ が 付 け ら
れ た タ ブ を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 、 ス ト リ ン グ を 通 す た
め の １ 組 の 開 口 を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 、 ス ト リ ン グ を 通 す た
め の １ 組 の 角 度 を 付 け た ス ロ ッ ト を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト か ら
作 ら れ て い る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 前 記 メ ッ シ ュ ロ ー ル の
外 側 回 旋 の 直 下 に 置 か れ 、 前 記 外 側 回 旋 は 前 記 ス ト リ ン グ が 通 る た め の 孔 を 有 す る 経 皮 メ
ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ス ト リ ン グ が 通 る た め の 孔 は ま
た ト ロ カ ー ル を 通 す た め の 孔 で あ る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 メ ッ シ ュ ロ ー ル の １ 回 旋 は 、 ヘ ル
ニ ア の 位 置 に 隣 接 す る 身 体 上 構 造 に 対 応 す る た め の 横 ス リ ッ ト を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着
配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ス リ ー ブ は 前 記 メ ッ シ ュ ロ ー ル か
ら 離 脱 可 能 で あ る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 前 記 メ ッ シ ュ ロ ー ル か
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ら 離 脱 可 能 で あ る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 、 前 記 ス リ ー ブ 及 び 前
記 メ ッ シ ュ の 幅 と 長 さ よ り も 小 さ い 幅 と 長 さ を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 メ ッ シ ュ は 前 記 ス リ ー ブ の 長 さ よ
り 小 さ い 長 さ を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 複 数 の ト ロ カ ー ル を 患 者 の 腹 筋 正 中 線 に 沿 っ て 置 き 、 膨 ら ま せ た 腹 膜 前 ス ペ ー ス 内 に 延
伸 さ せ て 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 修 復 に 使 用 す る た め に 前 記 複 数 の ト ロ カ ー ル の う ち の 選 択 さ れ た
１ つ に 通 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス に 導 入 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 ア ン カ ー を
把 持 す る よ う に 螺 旋 状 に 巻 か れ た 補 綴 メ ッ シ ュ ロ ー ル を 入 れ る 筒 状 ス リ ー ブ を 含 ん で な り
、 前 記 ス リ ー ブ は 閉 鎖 端 と 開 放 端 を 有 し 、 前 記 ア ン カ ー は 、 該 ア ン カ ー に 取 り 付 け ら れ て
前 記 ス リ ー ブ の 前 記 開 放 端 か ら 外 側 に 延 伸 す る ス ト リ ン グ で あ っ て 、 外 科 医 が 把 持 し て 前
記 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 を ヘ ル ニ ア に 隣 接 す る 患 者 の 後 腹 壁 に あ て が う た め の ス ト リ
ン グ を 有 し 、 前 記 メ ッ シ ュ は 前 記 ス リ ー ブ か ら 分 離 可 能 で あ り 、 前 記 ス リ ー ブ は 、 前 記 複
数 の ト ロ カ ー ル の う ち か ら 選 択 さ れ た １ つ の ト ロ カ ー ル を 介 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス か ら 除 去
可 能 で あ り 、 前 記 補 綴 メ ッ シ ュ を 部 分 的 に 広 げ て そ の 部 分 を 腹 壁 に と め つ け て 前 記 ア ン カ
ー を メ ッ シ ュ か ら 分 離 し て 前 記 複 数 の ト ロ カ ー ル の う ち の 選 択 さ れ た １ つ の ト ロ カ ー ル を
介 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス か ら 除 去 可 能 に 設 け 、 前 記 補 綴 メ ッ シ ュ を 完 全 に 広 げ 、 そ の 残 り の
縁 の 部 分 が ヘ ル ニ ア を 治 療 す る た め に 腹 壁 に と め ら れ る よ う に 設 け た 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配
置 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ の 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 で あ っ て 、 前 記 螺 旋 状 に 巻 か れ た 補 綴 メ ッ シ ュ
ロ ー ル は 、 前 記 ス ト リ ン グ と 、 前 記 複 数 の ト ロ カ ー ル の う ち の 選 択 さ れ た ト ロ カ ー ル を 通
す た め の 孔 を 有 す る 経 皮 メ ッ シ ュ 固 着 配 置 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 患 者 の 腹 部 を 切 開 し て 、 治 療 す る ヘ ル ニ ア の 部 位 に ト ロ カ ー ル を 介 し て パ ッ チ を 届 け る
腹 腔 鏡 外 科 手 術 手 順 を 使 用 す る 改 良 型 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 経 皮 的 治 療 方 法 で あ っ て 、
　 ス ト リ ン グ を 取 り 付 け た ア ン カ ー を 内 部 に 含 む よ う に 巻 か れ 、 そ の 巻 か れ た 状 態 が 筒 状
ス リ ー ブ に よ っ て 維 持 さ れ た 補 綴 メ ッ シ ュ シ ー ト の ロ ー ル 状 の パ ッ チ を 腹 部 に 挿 入 し 、 前
記 ス ト リ ン グ の 自 由 端 を 前 記 補 綴 メ ッ シ ュ シ ー ト に 設 け た 孔 に 通 し て 延 伸 さ せ 、 前 記 ス ト
リ ン グ を 鉗 子 で 把 持 し て 前 記 パ ッ チ を ヘ ル ニ ア の 位 置 へ 移 動 さ せ 、 前 記 ス ト リ ン グ に 与 え
る 引 張 力 を 維 持 し て 前 記 ス リ ー ブ 、 前 記 ア ン カ ー 及 び 前 記 メ ッ シ ュ パ ッ チ を ヘ ル ニ ア に 隣
接 す る 腹 壁 に あ て が い 、 前 記 ス ト リ ン グ に 与 え る 引 張 力 を 維 持 し な が ら 前 記 ス リ ー ブ を 取
り 外 し て 前 記 メ ッ シ ュ シ ー ト ロ ー ル を 部 分 的 に 広 げ て 前 記 パ ッ チ を そ の １ 側 縁 に 沿 っ て ヘ
ル ニ ア に 隣 接 す る 組 織 に 留 め 付 け 、 前 記 ア ン カ ー と そ れ に 取 り 付 け ら れ て い る 前 記 ス ト リ
ン グ を 外 し て 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル を 完 全 に 広 げ て 、 ヘ ル ニ ア に 隣 接 す る 組 織 に 前 記 パ ッ チ の
残 り の 縁 を 留 め 付 け る こ と を 含 ん で な る 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 経 皮 的 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に よ る 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 経 皮 的 治 療 方 法 で あ っ て 、 前 記 メ ッ シ ュ シ ー ト 開 口 は
ト ロ カ ー ル を 通 す の に 十 分 な サ イ ズ の も の で あ る 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 経 皮 的 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 組 織 又 は 筋 の 欠 陥 の 修 復 又 は 再 構 成 に 関 連 し て 使 用 す る 補 綴 シ ー ト 材 料 を 腹 腔 鏡 術 に お
い て 送 る た め の 送 り 装 置 で あ っ て ：
　 腹 腔 鏡 術 に お け る 送 り に 適 し た 形 状 に さ れ た 補 綴 シ ー ト 材 料 を 保 持 す る ホ ル ダ ー で あ っ
て 、 腹 腔 鏡 術 切 開 部 を 通 し て 又 は ト ロ カ ー ル を 通 し て 腹 部 内 に 置 く こ と が で き る よ う な 大
き さ 及 び 形 状 と さ れ た ホ ル ダ ー と ；
離 脱 自 在 に 補 綴 シ ー ト 材 料 に 接 し て 設 け た ア ン カ ー と ；
　 前 記 ア ン カ ー に 取 り 付 け る こ と が で き る テ ザ ー で あ っ て 、 前 記 ホ ル ダ ー か ら 延 伸 す る 部
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分 を 有 し 、 前 記 補 綴 シ ー ト 材 料 が ホ ル ダ ー の 中 に 配 置 さ れ る と き に 、 前 記 ホ ル ダ ー か ら 延
伸 す る 前 記 部 分 を 把 持 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 補 綴 シ ー ト 材 料 を 前 記 ホ ル ダ ー か ら 取
り 外 す と き に 前 記 ア ン カ ー と 前 記 テ ザ ー は 協 働 し て 前 記 補 綴 シ ー ト 材 料 を 一 時 的 に 必 要 な
所 定 位 置 に 保 持 し 、 か つ 、 補 綴 シ ー ト 材 料 が い っ た ん 必 要 な 位 置 に 固 定 さ れ た と き に 、 前
記 ア ン カ ー と テ 前 記 ザ ー は 前 記 補 綴 シ ー ト 材 料 か ら 取 り 外 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る テ
ザ ー と ；  
を 含 む 送 り 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 補 綴 シ ー ト 材 料 と 組 み 合 わ せ た 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 送 り 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 組 織 又 は 筋 の 欠 陥 の 修 復 又 は 再 構 成 に 使 用 す る 装 置 で あ っ て 、
　 補 綴 材 料 シ ー ト と ；
　 離 脱 可 能 に 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト に 接 す る ア ン カ ー と ；
　 前 記 ア ン カ ー に 取 り 付 け ら れ た テ ザ ー で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー と 協 働 し て 、 組 織 又 は 筋
の 欠 陥 の 修 復 又 は 再 構 成 す る 外 科 手 術 手 順 の 間 に 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト を 所 定 位 置 に 置 く
こ と を 支 援 す る テ ザ ー と ；
を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト は 腹 腔 鏡 術 に お け る 送 り に 適 当
な 形 状 に 巻 か れ て い る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト は 前 記 ア ン カ ー に 螺 旋 状 に 巻 き
上 げ ら れ て い る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア ン カ ー は 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト の 片 側 上 に 配 設
さ れ 、 前 記 テ ザ ー が 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト を 通 り 抜 け て 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト の 反 対 側 へ 延 伸
す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト を 送 る 間 に 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト
を 保 持 す る ホ ル ダ ー を さ ら に 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 ホ ル ダ ー は 筒 状 ス リ ー ブ を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 ホ ル ダ ー は 、 前 記 テ ザ ー が 前 記 ホ ル ダ ー か ら 延
伸 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ た 孔 を 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト は 前 記 ホ ル ダ ー 内 に 摺 動 自 在 に
配 設 さ れ 、 前 記 孔 は 前 記 テ ザ ー を 把 持 で き る よ う な ス リ ッ ト を 含 み 、 前 記 テ ザ ー が 前 ス リ
ッ ト に 沿 っ て 動 く と き に 前 記 ホ ル ダ ー が 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト か ら 引 き 抜 か れ て 、 前 記 補 綴
材 料 シ ー ト を 前 記 テ ザ ー 及 び 前 記 ア ン カ ー と 共 に 、 前 記 ホ ル ダ ー か ら 現 れ る よ う に 設 け た
装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト の 送 り の 間 に 前 記 補 綴 材 料 シ ー
ト を 巻 か れ た 形 状 に 保 持 す る ホ ル ダ ー を さ ら に 含 む 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 組 織 又 は 筋 の 欠 陥 の 修 復 又 は 再 構 成 に 使 用 す る 装 置 を 組 み 立 て る 方 法 で あ っ て 、
　 １ 枚 の 補 綴 材 料 シ ー ト を 提 供 し ；
　 組 織 又 は 筋 の 欠 陥 の 修 復 又 は 再 構 成 す る 外 科 手 術 手 順 の 間 に ア ン カ ー を 前 記 補 綴 材 料 シ
ー ト か ら 取 り 外 す こ と が で き る よ う に ア ン カ ー の 周 り に 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト を 巻 き 、 前 記
ア ン カ ー に テ ザ ー を 取 り 付 け ；
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　 前 記 巻 か れ た 補 綴 材 料 シ ー ト と 前 記 ア ン カ ー を ホ ル ダ ー に 挿 入 し て 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト
の 巻 か れ た 状 態 を 保 持 し 、 前 記 テ ザ ー を 前 記 ホ ル ダ ー の 外 か ら ア ク セ ス で き る 状 態 に す る
；
こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト に 前 記 テ ザ ー を 通 す こ と を さ ら
に 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 補 綴 材 料 シ ー ト を 巻 く こ と は 前 記 ア ン カ ー に 前
記 補 綴 材 料 シ ー ト を 螺 旋 状 に 巻 き 付 け る こ と を 含 む 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア の 腹 腔 鏡 修 復 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鼠 蹊 部 及 び 大 腿 部 の ヘ ル ニ ア を 含 む 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア に 対 す る 補 綴 メ ッ シ ュ を 用 い る 腹 腔
鏡 修 復 が 外 科 医 の あ い だ で 人 気 を 増 し て い る 。 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア の 腹 腔 鏡 修 復 は 、 開 腹 修 復
に 比 べ 、 患 者 に 与 え る 痛 み と 障 害 が 極 め て 少 な い 。 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア の 腹 腔 鏡 修 復 は 、 患 者
に 極 め て 良 く 受 け 入 れ ら れ る こ と 及 び 、 し っ か り し た 解 剖 学 的 か つ 生 理 的 原 理 を 有 し て い
る に も か か わ ら ず 、 平 均 的 外 科 医 に 対 し て い ま だ 重 要 な 技 術 的 難 関 を 与 え る 。 特 に 、 メ ッ
シ ュ の 適 切 な 解 剖 学 的 配 置 、 解 剖 学 的 に 弱 い す べ て の 域 の 十 分 な 被 覆 、 か つ 、 し わ や 折 り
目 を 回 避 す る こ と は 、 手 順 を う ま く 行 う た め の 最 も 重 要 な 決 定 要 因 を 構 成 し 、 術 後 の 痛 み
及 び 再 発 率 を 減 少 さ せ る 。 こ れ ら の 重 要 な 特 徴 は 本 発 明 の 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 私 た ち が 知 る 限 り で は 、 現 在 、 経 皮 的 固 着 装 置 を 使 用 す る こ と で 腹 腔 鏡 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア
修 復 の た め の メ ッ シ ュ 配 置 を 固 定 す る た め に 工 夫 さ れ た シ ス テ ム は 全 く な い 。 現 在 の 標 準
技 術 は 、 通 常 円 柱 状 に 巻 か れ た 長 方 形 の メ ッ シ ュ を 使 用 し 、 そ れ を ト ロ カ ー ル に 通 し て 導
き 腹 膜 前 ス ペ ー ス に 落 と す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 メ ッ シ ュ は 次 に ２ つ の 腹 腔 鏡 鉗 子 に よ る 操 作 に よ り 解 か れ て 前 腹 壁 に 置 か れ 、 そ こ で は
所 定 位 置 に と め ら れ る 。 こ の 過 程 の 間 、 た い て い の 場 合 、 メ ッ シ ュ は 腹 膜 前 ス ペ ー ス 内 で
完 全 に ゆ る く さ れ て お り 、 適 切 な 配 置 は 外 科 医 の 能 力 と 迅 速 な 反 射 能 力 に ま っ た く 依 存 す
る 。 自 由 な 操 作 の こ の 困 難 な プ ロ セ ス を 容 易 に す る た め に 、 適 合 性 、 気 孔 率 、 及 び 弾 性 の
問 題 に 取 り 組 ん だ い く つ か の メ ッ シ ュ デ ザ イ ン が 利 用 可 能 で あ る 。 メ ッ シ ュ の 適 切 な 配 置
を 容 易 に す る す べ て の 利 用 可 能 な 方 法 は 、 メ ッ シ ュ デ ザ イ ン の 問 題 と 、 腹 膜 前 ス ペ ー ス 内
で の 器 具 の 操 作 に よ り メ ッ シ ュ を 配 設 固 定 す る 異 な っ た 手 段 の 問 題 に 取 り 組 む だ け で あ る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 腹 壁 に 対 す る メ ッ シ ュ の 適 切 な 解 剖 学 的 配 置 を 可 能 に す る メ ッ シ ュ の 簡 単 迅
速 な 経 皮 固 着 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 こ の 問 題 に 取 り 組 む も の で あ り 、 そ の 結
果 、 自 由 操 作 の 困 難 な プ ロ セ ス を 避 け て 、 技 術 的 手 順 を 極 め て 容 易 に す る と 共 に 、 手 術 時
間 と コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 発 明 の 補 綴 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 は 閉 鎖 端 と 開 放 端 を 持 つ 筒 状 ス リ ー ブ を 有 し 、 該 筒 状
ス リ ー ブ は 螺 旋 状 に 巻 か れ た メ ッ シ ュ ロ ー ル と 、 メ ッ シ ュ と ス リ ー ブ に 設 け た 孔 を 通 っ て
外 側 に 延 伸 す る ス ト リ ン グ 又 は テ ザ ー を 取 り 付 け た ア ン カ ー と を 内 部 に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 １ 工 程 で メ ッ シ ュ の 迅 速 で 正 確 な 配 置 を 可 能 に す る メ ッ シ ュ 固 着 シ ス テ ム を
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含 む 一 体 的 基 本 ユ ニ ッ ト か ら 成 る 。 ア ン カ ー は 正 に 必 要 な 解 剖 学 的 位 置 で あ る 静 止 位 置 に
メ ッ シ ュ を し っ か り 固 定 し て 外 科 医 が 腹 壁 に メ ッ シ ュ を 留 め 付 け 正 し い 位 置 に 固 定 さ れ た
ま ま 残 す こ と を 可 能 に す る 。 装 置 は 、 現 在 利 用 可 能 な テ ク ニ ッ ク と メ ッ シ ュ デ ザ イ ン に 特
徴 的 で あ る 難 し い 操 作 の 過 程 を 排 除 す る こ と が で き る 。 メ ッ シ ュ の 内 側 部 の 正 し い 位 置 と
垂 直 な 向 き が 確 定 さ れ た な ら ば 、 外 科 医 は メ ッ シ ュ の 総 合 制 御 を 引 き 受 け 、 手 順 の 残 り の
ス テ ッ プ は か な り 簡 単 で よ り 速 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 補 綴 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 を 利 用 す る 手 順 は 以 下 の ス テ ッ プ か ら 成 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ 　 腹 膜 前 ス ペ ー ス の 創 成
　 臍 の 下 で ヘ ル ニ ア の わ ず か に 横 に 向 か っ て 小 さ い 切 開 が な さ れ る 。 筋 膜 が 開 か れ 腹 膜 膨
張 気 球 ト ロ カ ー ル が 腹 膜 前 ス ペ ー ス に 導 入 さ れ 、 恥 骨 に 向 か っ て 進 め ら れ る 。 腹 腔 鏡 が 挿
入 さ れ 、 次 に 、 気 球 が 徐 々 に ふ く ら ま せ ら れ る 。 こ の 過 程 は 外 科 医 に よ っ て 目 視 か つ 手 動
に よ り 、 解 剖 学 的 構 造 を 満 足 で き る 程 度 に 露 出 で き る 容 積 ま で モ ニ タ ー さ れ る 。 い っ た ん
ス ペ ー ス が 創 成 さ れ る と 、 気 球 ト ロ カ ー ル は 取 り 除 か れ 、 シ ー ル を す る 臍 下 ト ロ カ ー ル と
取 り 替 え ら れ 、 腹 腔 鏡 が 再 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 腹 膜 前 ス ペ ー ス が ８ 乃 至 １ ２ mmHgの 圧 力 に な る ま で 再 度 膨 ら ま せ ら れ る 。 さ ら な る ２ つ
の ト ロ カ ー ル が 次 に 正 中 線 に 沿 っ て 直 接 視 に よ り 挿 入 さ れ る 。 即 ち 、 恥 骨 の す ぐ 上 に 挿 入
さ れ る ５ mmの 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル と 、 も う １ つ の 、 恥 骨 と 臍 の 中 間 に 挿 入 さ れ る ５ mmか
１ ０ mmの 中 央 ト ロ カ ー ル の ２ つ の ト ロ カ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ 　 ヘ ル ニ ア 嚢 と 精 索 の 解 剖
　 腹 膜 前 ス ペ ー ス が い っ た ん 直 接 視 下 に 置 か れ る と 、 解 剖 学 的 な 目 印 を 特 定 し か つ メ ッ シ
ュ の 配 置 の た め に 十 分 な ス ペ ー ス を 作 成 す る た め に 、 腹 膜 前 ス ペ ー ス の よ り 広 い 解 剖 が 両
手 を 用 い て ２ つ の 鉗 子 に よ り な さ れ る 。 ク ー パ ー 靱 帯 、 下 腹 壁 血 管 、 恥 骨 、 及 び 大 腿 血 管
が 特 定 さ れ る 。 ダ イ レ ク ト ヘ ル ニ ア の 症 例 で は 、 包 と 腹 膜 前 内 容 物 は 解 剖 さ れ 鼠 蹊 床 か ら
切 り 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 間 接 鼡 径 ヘ ル ニ ア の 症 例 で は 、 内 部 リ ン グ が コ ー ド 要 素 に 対 し て 識 別 さ れ る 。 包 は 次 に
、 切 り つ め ら れ て コ ー ド 構 造 か ら 切 り 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 コ ー ド 構 造 は そ の 付 属 物 か ら 解 放 さ れ 後 腹 壁 か ら 吊 さ れ る 。 大 腿 ヘ ル ニ ア 修 復 の 場 合 、
同 様 の 解 剖 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ ３ 　 メ ッ シ ュ の 配 置
　 鉗 子 を 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル に 通 し て 導 入 し て 臍 下 ト ロ カ ー ル に 向 か っ て 進 め る 。 腹 腔
鏡 を 徐 々 に 引 き 抜 き な が ら 、 鉗 子 は 次 に 腹 腔 鏡 に よ る 直 視 下 で 臍 下 ト ロ カ ー ル に 挿 入 さ れ
、 臍 下 ト ロ カ ー ル の 基 端 を 出 る ま で 進 め ら れ る 、
　 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 と そ の ス ト リ ン グ 又 は テ ザ ー を そ の 位 置 に 持 っ て き て 、 ス
ト リ ン グ は 鉗 子 に よ っ て 把 持 さ れ る 。 鉗 子 は 次 に 腹 膜 前 ス ペ ー ス 内 に 引 っ 張 り 戻 さ れ て 恥
骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル か ら 引 き 抜 か れ 、 ス ト リ ン グ を 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル の 外 に 持 っ て 来
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 科 医 は 次 に ス ト リ ン グ を 把 持 し て 引 っ 張 る と 、 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 が 臍 下 ト ロ カ ー
ル を 通 っ て 導 入 さ れ 恥 骨 に 向 か っ て 進 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 が 挿 入 の 最 も 低 い レ ベ ル 位 置 に 達 し た と き に ス ト リ ン グ に さ ら に 強
い 引 張 力 を 与 え て メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 を 腹 壁 に あ て が う 。 外 科 医 は 両 手 連 携 さ せ て 、 メ
ッ シ ュ 孔 が ト ロ カ ー ル 位 置 の す ぐ 下 に 置 か れ る よ う に ス リ ー ブ を 操 作 す る 。 こ の 操 作 が 完
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結 す る と 、 ス ト リ ン グ は ア ン カ ー に 対 し て 垂 直 な 位 置 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る と き 、 筒 状 ス リ ー ブ は 簡 単 な 牽 引 に よ っ て 腹 膜 前 ス ペ ー ス か
ら 取 り 出 さ れ 、 外 科 医 に よ っ て ス ト リ ン グ に 与 え て い る 引 張 力 に よ っ て ア ン カ ー と 巻 か れ
た メ ッ シ ュ が 腹 壁 に し っ か り あ て が わ れ る よ う に 置 き 去 り に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 腹 腔 鏡 を 臍 下 ト ロ カ ー ル に 通 し て 再 導 入 し 、 必 要 な ら 、 メ ッ シ ュ の 解 剖 学 的 位 置 と 向 き
を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 メ ッ シ ュ の 内 縁 は 垂 直 な 向 き を と り 、 ス ト リ ン グ に 与 え ら れ た 継 続 的 な 引 張 力 に よ る 牽
引 に よ っ て メ ッ シ ュ が い っ た ん 安 定 さ せ ら れ る と 、 メ ッ シ ュ は 中 央 ト ロ カ ー ル を 通 し て 挿
入 さ れ た 鉗 子 に よ っ て 横 方 向 に 部 分 的 に 広 げ ら れ る 。 メ ッ シ ュ の 内 側 部 は 次 に ア ン カ ー の
横 に お い て 留 め 付 け ら れ 、 手 順 を 遂 行 す る の に 求 め ら れ る 安 定 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ ４ 　 ア ン カ ー の 取 り 外 し
　 メ ッ シ ュ が い っ た ん 置 か れ て 中 間 垂 直 縁 に 沿 っ て 留 め 付 け ら れ る と 、 ア ン カ ー は 外 さ れ
る 。 鉗 子 を 中 央 ト ロ カ ー ル に 通 し て 直 接 視 の 下 で 導 入 し て ア ン カ ー の 上 縁 を 把 持 し て ア ン
カ ー を ス ト リ ン グ と 共 に 腹 膜 前 ス ペ ー ス か ら 取 り 出 す 。 代 替 的 に 、 ス ト リ ン グ を 腹 腔 鏡 鋏
で 切 っ て 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル を 介 し て 引 き 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ン カ ー が い っ た ん 外 さ れ る と 、 外 科 医 は 両 手 の 制 御 に よ り メ ッ シ ュ を 広 げ て 置 く こ と
を 再 開 で き 、 メ ッ シ ュ の 残 り の 縁 を 腹 壁 に と め る こ と が で き る 。 ２ つ の 腹 腔 鏡 鉗 子 を 中 央
ト ロ カ ー ル 及 び 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル に 通 し て 再 導 入 す る 。 メ ッ シ ュ の 円 形 孔 は 恥 骨 結 合
上 ト ロ カ ー ル を 腹 膜 前 ス ペ ー ス に 挿 入 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の メ ッ シ ュ 孔 は ５ mmト ロ カ ー ル 孔 よ り は る か に 大 き い こ と に 注 意 さ れ る べ き で あ る 。
こ れ は 次 の ２ つ の 利 点 を 提 供 す る 。 １ つ 目 の 利 点 は 、 メ ッ シ ュ の 内 側 垂 直 側 面 に 最 初 の ス
テ ー プ ル を 留 め 付 け る 直 前 に 、 外 科 医 は 、 ア ン カ ー を 緩 め て 、 留 め 付 け 前 に メ ッ シ ュ に 何
ら か の 最 終 調 整 を 施 す い く つ か を 「 逃 げ 道 」 を 持 つ こ と が で き る こ と で あ る 。 ２ つ 目 は 、
よ り 大 き い サ イ ズ の メ ッ シ ュ 孔 は 、 メ ッ シ ュ の 最 初 の 留 め 付 け の 後 に 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ
ー ル の 再 挿 入 を 容 易 に す る こ と が で き 、 シ ス テ ム の 有 効 性 に 妥 協 す る こ と な く 、 メ ッ シ ュ
孔 を 実 際 に か な り 大 き く す る こ と が で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 腹 部 か ら す べ て の ト ロ カ ー ル を 取 り 除 い て 腹 膜 前 ス ペ ー ス の 空 気 を 抜 く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 切 開 部 を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 筒 状 ス リ ー ブ の 遠 位 端 で あ る 開 放 端 は テ ー パ ー 付 き の 曲 線 形 状
を 有 す る 。 こ れ は 、 筒 状 ス リ ー ブ の 開 放 端 が 恥 骨 の 曲 線 形 に 一 致 す る も の で あ り 、 外 科 医
が 恥 骨 に 到 達 で き る よ う に す る 解 剖 学 的 設 計 で あ る 。 外 科 医 は 、 ス リ ー ブ ／ メ ッ シ ュ ア セ
ン ブ リ を 挿 入 す る と き 、 そ れ を 目 で 見 る こ と な く そ う す る 。 ス リ ー ブ の 曲 線 端 に よ り 、 外
科 医 は 、 ス リ ー ブ が 解 剖 学 的 ス ロ ッ ト 内 に 落 ち る と き に 、 キ ャ ビ テ ィ の 最 深 部 を 感 じ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 に お い て 、 ア ン カ ー は メ ッ シ ュ ロ ー ル の 外 側 回 旋 の す ぐ 下 に
配 置 さ れ 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル は 筒 状 ス リ ー ブ に よ っ て 格 納 さ れ 、 ス ト リ ン グ は 一 端 に お い て
ア ン カ ー に 固 定 さ れ 、 そ の 自 由 端 は メ ッ シ ュ 及 び ス リ ー ブ に 形 成 さ れ 直 線 上 に 並 べ ら れ た
孔 を 通 っ て 外 側 に 延 伸 し 、 外 科 医 が 鉗 子 等 を 使 用 し て い る そ れ を 握 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ア ン カ ー の 好 ま し い 実 施 例 で は 、 中 央 に タ ブ を 形 成 し て 、 ト リ ン グ の 一 端 を そ の タ ブ に
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取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ン カ ー の 第 １ 変 形 例 に お い て 、 中 央 に 位 置 し て 垂 直 方 向 に 離 間 す る １ 組 の 孔 を 形 成 し
、 ス ト リ ン グ の 一 端 を 一 方 の 孔 に 通 し て 折 り 返 し て も う 片 方 の 孔 に 通 し ス ト リ ン グ を 結 ぶ
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ン カ ー 第 ２ 変 形 例 に お い て 、 中 央 に 位 置 し て 垂 直 方 向 に 離 間 す る １ 組 の 斜 め の ス ロ ッ
ト を 形 成 し 、 ス ト リ ン グ の 一 端 を １ つ の ス ロ ッ ト に 通 し て 折 り 返 し て も う 片 方 の ス ロ ッ ト
に 通 し て ス ト リ ン グ を 結 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ ら の ア ン カ ー 変 形 例 に お い て 、 ス リ ー ブ が ス ト リ ン グ に よ っ て 引 っ 張 ら れ て 腹 壁 に
あ て が わ れ る と き 、 中 央 に 位 置 す る 孔 及 び ／ 又 は ス ロ ッ ト は メ ッ シ ュ 孔 の 中 心 に 置 か れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 腹 壁 を 通 る ト ロ カ ー ル 孔 は メ ッ シ ュ 孔 と 、 ア ン カ ー 変 形 例 の 中 央 孔 及 び ス ロ ッ ト と 一 致
す る 。 ア ン カ ー が い っ た ん 引 き 出 さ れ る と 、 メ ッ シ ュ 孔 が ト ロ カ ー ル 孔 と 同 軸 に な っ て 、
腹 腔 鏡 ト ロ カ ー ル を 腹 壁 及 び メ ッ シ ュ 孔 に 通 し て 再 び 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す べ て の ア ン カ ー の 実 施 例 に お い て 、 メ ッ シ ュ は ア ン カ ー の 上 下 端 を 超 え て 延 伸 す る 。
ま た 、 メ ッ シ ュ の 垂 直 縁 は ア ン カ ー の 縦 縁 を 超 え て 延 伸 す る 。 こ の 構 成 は 、 ス テ ー プ ル を
メ ッ シ ュ に 通 し て 腹 壁 に 留 め つ け る た め に 、 安 全 な 解 剖 域 に お い て メ ッ シ ュ を 十 分 露 出 さ
せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ア ン カ ー は 、 ５ mmト ロ カ ー ル よ り 小 さ い 直 径 を 有 す る 半 円 形 断 面 を 有 す る 。 こ れ は 明 確
な 利 点 で あ る 。 な ぜ な ら ば 、 ア ン カ ー を そ の よ う な 腹 腔 鏡 ト ロ カ ー ル に 通 し て 取 り 外 さ れ
な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ － ４ に 言 及 し 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 の 補 綴 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 を 番 号 １
０ で 示 す 。 補 綴 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １ ０ は 中 空 の 筒 状 ス リ ー ブ １ ２ を 含 み 、 該 ス リ ー ブ
は 、 ス ト リ ン グ （ 糸 等 ） 又 は テ ザ ー （ 紐 、 縄 等 ） １ ５ が 一 端 に 取 り 付 け ら れ た ア ン カ ー １
４ と 、 螺 旋 状 に 巻 か れ た 円 柱 状 の 補 綴 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 望 ま し く は 、 ス リ ー ブ １ ２ と ア ン カ ー １ ４ は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の 熱 可 塑 性 材 料 か ら 作
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス リ ー ブ １ ２ は 全 長 に 渡 り 中 空 で あ り 、 丸 く て 半 円 の 閉 鎖 端 １ ８ と 、 開 放 端 又 は 開 放 先
端 ２ ０ を 持 っ て い る 。 端 部 １ ８ は 、 装 置 の 使 用 の 間 に ガ ス 漏 れ を 避 け る た め に 閉 鎖 端 と さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 長 方 形 に 近 い ス ロ ッ ト ２ ２ が ス リ ー ブ １ ２ の 上 壁 ２ ４ に 設 け ら れ 、 ス リ ー ブ の 長 さ の お
よ そ 四 分 の 一 に 渡 り ス リ ー ブ の 中 心 軸 に 沿 っ て 開 放 端 ２ ０ か ら 軸 方 向 内 側 に 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス ロ ッ ト ２ ２ は 閉 鎖 内 端 ２ ６ と そ れ に 対 向 す る 開 放 外 端 ２ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス ロ ッ ト 内 端 ２ ６ は 半 円 形 状 で あ る 。 一 方 、 ス ロ ッ ト 外 端 ２ ８ は テ ー パ ー 付 き の 湾 曲 形
状 で あ り 、 ス ロ ッ ト 外 端 は そ の ２ つ の 外 側 端 部 （ 番 号 ３ ０ と ３ ２ で 示 す 位 置 ） に お い て 上
壁 ２ ４ か ら 湾 曲 し て 、 ス ロ ッ ト 外 端 の ２ つ の 下 側 端 部 に お い て ス リ ー ブ １ ２ の 下 壁 ３ ４ と
合 流 し 、 ス リ ー ブ の 開 放 先 端 ２ ０ へ 繋 が る 曲 線 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 図 １ 、 ３ 、 ３ A、 及 び ４ か ら 最 も 良 く わ か る よ う に 、 ア ン カ ー １ ４ は 、 厚 み が 比 較 的 薄
く 、 幅 が 狭 く 、 平 面 的 に は ほ ぼ 長 方 形 で あ り 、 半 円 形 の 横 断 面 図 を 持 ち 、 湾 曲 し た 対 向 端
３ ６ と ３ ８ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ア ン カ ー １ ４ の 中 央 に く り 抜 か れ て 形 成 さ れ た 三 日 月 型 開 口 （ 孔 ） ４ ０ は 、 幅 が 狭 く な
っ た 首 ４ ４ に よ っ て ア ン カ ー の 本 体 に 繋 が る 一 体 型 タ ブ ４ ２ を 提 供 し 、 そ こ で ス ト リ ン グ
１ ５ （ 図 示 省 略 ） の 端 を 輪 に す る こ と が で き る 。 即 ち 、 タ ブ の 回 り に ス ト リ ン グ を 結 び 付
け 、 ス ト リ ン グ を ア ン カ ー に 容 易 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 第 １ 変 形 例 の ア ン カ ー １ １ ４ は 、 ア ン カ ー １ ４ の タ ブ ４ ２ に 替 え て 、 ア ン カ
ー の 中 心 垂 直 軸 上 に 位 置 し て 垂 直 方 向 に 離 間 す る １ 組 の 開 口 １ ４ ２ と １ ４ ４ を 設 け た こ と
を 除 い て 、 ア ン カ ー １ ４ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ア ン カ ー １ １ ４ は 望 ま し く は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト か 同 様 物 の 熱 可 塑 性 材 料 か ら 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ア ン カ ー １ １ ４ の 場 合 、 ス ト リ ン グ １ ５ （ 図 示 省 略 ） の 一 端 を 開 口 １ ４ ２ 、 １ ４ ４ の 一
方 に 通 し て 、 そ れ を 折 り 返 し て 他 方 の 開 口 に 通 し て ス ト リ ン グ を 結 ぶ こ と に よ り 、 ス ト リ
ン グ を ア ン カ ー に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ Aに 示 す 第 ２ 変 形 例 の ア ン カ ー ２ １ ４ は 、 ア ン カ ー １ ４ の タ ブ ４ ２ に 替 え て 、 ア ン
カ ー の 中 心 垂 直 軸 上 に 位 置 し て 対 向 し て 傾 斜 す る １ 組 の 開 口 ２ ４ ２ と ２ ４ ４ を 設 け た こ と
を 除 い て 、 ア ン カ ー １ ４ と 同 じ で あ る 。 対 向 ス ロ ッ ト ２ ４ ２ ， ２ ４ ４ は ア ン カ ー ２ １ ４ の
対 向 側 縁 か ら 内 側 に 延 伸 し 、 ス ロ ッ ト の 傾 斜 方 向 は ア ン カ ー ２ １ ４ の 前 縁 ２ ３ ８ に 向 か う
も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ア ン カ ー ２ １ ４ は 望 ま し く は ポ リ カ ー ボ ネ ー ト か 同 様 物 の 熱 可 塑 性 の 材 料 か ら 作 ら れ る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ア ン カ ー ２ １ ４ の 場 合 、 ス ト リ ン グ １ ５ （ 図 示 省 略 ） の 一 端 を ス ロ ッ ト ２ ４ ２ か ２ ４ ４
の １ つ に 通 し 、 そ れ を 折 り 返 し て も う 片 方 の ス ロ ッ ト に 通 し 、 ス ト リ ン グ を 結 ぶ こ と に よ
り 、 ス ト リ ン グ は ア ン カ ー に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 螺 旋 状 に 巻 い た 補 綴 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ は ス リ ー ブ １ ２ の 長 さ の お よ そ １ ／ ３ で あ り 、
ア ン カ ー １ ４ 、 １ １ ４ 又 は ２ １ ４ の 長 さ よ り お よ そ １ イ ン チ 長 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ア ン カ ー １ ４ 、 １ １ ４ 又 は ２ １ ４ は 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル の 縦 中 心 軸 に 沿 っ て メ ッ シ ュ ロ ー ル
１ ６ の 長 さ 方 向 の 中 心 に お い て メ ッ シ ュ ロ ー ル の 外 側 回 旋 ４ ６ の 直 下 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ア ン カ ー １ ４ の タ ブ ４ ２ に 対 応 す る 位 置 、 ア ン カ ー １ １ ４ の 開 口 １ ４ ２ と １ ４ ４ に 対 応
す る 位 置 あ る い は 、 ア ン カ ー ２ １ ４ の ス ロ ッ ト ２ ４ ２ と ２ ４ ４ に 対 応 す る 位 置 に お い て 外
側 回 旋 ４ ６ に 中 央 円 形 孔 ４ ８ を 設 け て 、 ス ト リ ン グ １ ５ の 自 由 端 が そ こ に 通 る こ と を 可 能
に し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ア ン カ ー １ ４ 、 １ １ ４ 又 は ２ １ ４ の 横 幅 は メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 直 径 の お よ そ 半 分 で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ １ に お い て 最 も 良 く わ か る よ う に 、 ヘ ル ニ ア 部 に 隣 接 す る 患 者 の 三 つ 組 コ ー ド 構 造
７ ４ を 収 容 す る た め の 水 平 方 向 内 側 に 延 伸 す る 横 ス リ ッ ト ５ ０ が メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ に 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 図 ７ － １ ４ に 言 及 し 、 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １ ０ の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ に お い て 、 腹 腔 鏡 ヘ ル ニ ア 修 復 の 準 備 の た め に 、 患 者 の 腹 膜 ６ ２ と 腹 腔 ６ ４ と 隣 接
す る 恥 骨 ６ ６ の 上 の 腹 膜 前 ス ペ ー ス ６ ０ に 通 気 し て 膨 ら ま せ た 後 、 ５ mmの 臍 下 ト ロ カ ー ル
５ ２ と 、 ５ mm又 は １ ０ mmの 中 央 ト ロ カ ー ル ５ ４ と 、 ５ mmの 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル ５ ６ を 患
者 の 腹 部 ５ ８ の 正 中 線 に 沿 っ て 挿 入 す る 。 臍 下 ト ロ カ ー ル ５ ２ は 臍 の 下 に 位 置 さ れ ヘ ル ニ
ア の わ ず か に 横 側 に 向 か っ て 置 か れ 、 中 央 ト ロ カ ー ル ５ ４ は 恥 骨 と 臍 の 中 間 に 置 か れ 、 ５
６ は 恥 骨 の 直 上 に 置 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ヘ ル ニ ア 嚢 と 精 索 の 解 剖 に 続 い て 、 外 科 医 は 図 ８ に 示 す よ う に メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １
０ を 腹 膜 前 ス ペ ー ス ６ ０ に 取 り 入 れ 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル に 通 し て 前 進 さ せ た 鉗 子 Fに
よ り ス ト リ ン グ １ ５ を 把 持 し 、 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の ス リ ー ブ １ ２ の 開 放 端 ２ ０ が 恥 骨
結 合 上 ト ロ カ ー ル ５ ６ に 対 向 し て い る メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １ ０ が 臍 下 ト ロ カ ー ル ５ ２ 内
を 通 る よ う に 引 っ 張 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 外 科 医 は 、 ス リ ー ブ １ ２ の 開 放 端 ２ ０ が 恥 骨 ６ ６ に 接 触 す る ま
で ス ト リ ン グ １ ５ を 引 っ 張 り 続 け る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １ ０ が 挿 入 に お け る 最 も 低 い 位 置 に 達 す る と 、 ス ト リ ン グ １ ５ に
作 用 す る 引 張 力 が 大 き く な り 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う 、 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 を 腹 壁 に 強
く あ て が う よ う に 持 っ て 来 る こ と が で き る 。 外 科 医 は 両 手 操 作 に よ り メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６
の 孔 ４ ８ が 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル ５ ６ の 位 置 の す ぐ 下 に 置 か れ る よ う に ス リ ー ブ １ ２ を 操
作 す る 。 こ の と き 、 ス ト リ ン グ １ ５ は ス リ ー ブ １ ２ に 対 し て 垂 直 に な る だ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る と き 、 簡 単 な 牽 引 に よ っ て 筒 状 ス リ ー ブ １ ２ を 臍 下 ト ロ カ ー
ル ５ ２ に 通 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス ６ ０ か ら 取 り 出 し 、 ア ン カ ー １ ４ 、 １ １ ４ 又 は ２ １ ４ を 巻
か れ た メ ッ シ ュ １ ６ と 共 に 、 外 科 医 が ス ト リ ン グ １ ５ に 与 え た 引 張 力 に よ っ て 腹 壁 ５ ８ に
し っ か り と あ て が わ れ た 状 態 の ま ま に 残 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の と き 、 腹 腔 鏡 が 臍 下 ト ロ カ ー ル ５ ２ を 通 し て 再 び 入 れ ら れ 、 必 要 な ら 、 メ ッ シ ュ ロ
ー ル １ ６ の 解 剖 学 的 位 置 と 向 き が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 内 側 縁 部 ６ ８ は 垂 直 な 向 き を と り 、 メ ッ シ
ュ が ス ト リ ン グ １ ５ を 介 し て 加 え ら れ た 牽 引 に よ っ て い っ た ん 安 定 す る と 、 中 央 ト ロ カ ー
ル ５ ４ を 通 し て 挿 入 さ れ た 鉗 子 （ 図 示 省 略 ） に よ っ て 横 に 部 分 的 に 広 げ ら れ る 。 メ ッ シ ュ
ロ ー ル の 内 側 縁 部 ６ ８ は 次 に 、 ア ン カ ー １ ４ に 隣 接 し て 、 ス テ ー プ ル ７ ０ に よ っ て 後 腹 壁
へ と め ら れ 、 手 順 を 完 遂 す る た め の 安 定 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 上 下 縁 が ア ン カ ー １ ４ の 上 下 端 ３ ６ と ３ ８ を そ れ ぞ れ 超 え て 延 伸
す る こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 メ ッ シ ュ の 垂 直 縁 も ま た 、 ア ン カ ー の 縦 縁 を 超 え て 延 伸 す
る 。 こ の 構 成 は 、 ス テ ー プ ル を メ ッ シ ュ に 通 し て 腹 壁 に 止 め 付 け る た め に 、 安 全 な 解 剖 学
域 に お い て メ ッ シ ュ を 十 分 に 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ １ に 破 線 で 示 す よ う に 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 上 部 ７ ６ は １ 組 の 下 腹 壁 血 管 ７ ３ の
上 に 通 さ れ 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 下 部 ７ ２ は コ ー ド 構 造 ７ ４ 、 大 腿 動 脈 ７ ５ 及 び 大 腿 静
脈 ７ ７ の 下 に 通 さ れ 、 メ ッ シ ュ は 外 科 医 の 好 み に 応 じ て 置 か れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 述 し た よ う に 、 メ ッ シ ュ １ ６ の 水 平 方 向 横 ス リ ッ ト ５ ０ は コ ー ド 構 造 ７ ４ を 収 容 す る
。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 外 科 医 の 好 み に 従 っ て 配 置 が 続 く と き 、 メ ッ シ ュ の 上 下 の 水 平 な 縁 は ス テ ー プ ル ８ ０ に
よ っ て 後 腹 壁 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に メ ッ シ ュ が 内 側 垂 直 な 縁 に 沿 っ て い っ た ん 置 か れ て 留 め 付 け ら
れ る と 、 ア ン カ ー １ ４ 、 １ １ ４ 又 は ２ １ ４ は 図 １ ２ に 示 す よ う に 取 り 外 さ れ る 。 す な わ ち
、 鉗 子 （ 図 示 省 略 ） が 中 央 ト ロ カ ー ル ５ ４ を 通 し て 直 接 視 下 で 導 入 さ れ 、 ア ン カ ー の 曲 が
り 縁 ３ ６ が 把 持 さ れ 、 ス ト リ ン グ １ ５ を 連 れ て 来 な が ら 、 中 央 ト ロ カ ー ル ５ ４ を 通 し て 腹
膜 前 ス ペ ー ス ６ ０ か ら 取 り 出 さ れ る 。 あ る い は ま た 、 ス ト リ ン グ １ ５ を 腹 腔 鏡 鋏 Sで 切 っ
て 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル ５ ６ を 通 し て 引 き 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ア ン カ ー が い っ た ん 外 さ れ る と 、 外 科 医 は 、 両 手 の コ ン ト ロ ー ル に よ り メ ッ シ ュ を 広 げ
て 置 く こ と を 再 開 で き る 。 ２ つ の 腹 腔 鏡 鉗 子 （ 図 示 省 略 ） が 中 央 ト ロ カ ー ル ５ ４ と 恥 骨 結
合 上 ト ロ カ ー ル ５ ６ を 通 し て 再 導 入 さ れ る 。 メ ッ シ ュ １ ６ の 円 形 孔 ４ ８ は 恥 骨 結 合 上 ト ロ
カ ー ル を メ ッ シ ュ に 通 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス に 挿 入 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 メ ッ シ ュ 孔 ４ ８ が ５ mmト ロ カ ー ル 孔 よ り は る か に 大 き い こ と に 注 意 さ れ る べ き で あ る 。
こ れ は ２ つ の 利 点 を 提 供 す る ：
　 １ ． メ ッ シ ュ の 内 側 垂 直 側 部 に 最 初 の ス テ ー プ ル を 置 く 直 前 に 、 外 科 医 は 、 ア ン カ ー を
緩 め て 、 メ ッ シ ュ を 止 め る 前 に そ れ に 何 ら か の 最 終 調 整 を す る こ と が で き る よ う に 、 い く
つ か の 「 逃 げ 道 」 を 有 す る こ と が で き る
　 ２ ． よ り 大 き い サ イ ズ の メ ッ シ ュ 孔 は メ ッ シ ュ を 最 初 に と め た 後 に 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー
ル を 再 挿 入 す る こ と を 容 易 に す る 。 シ ス テ ム の 有 効 性 を 拘 束 す る こ と な く 、 メ ッ シ ュ 孔 を
大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 外 科 医 は 、 こ こ で 、 腹 部 か ら ト ロ カ ー ル ５ ２ 、 ５ ４ 及 び ５ ６ を 取 り 除 き 、 腹 膜 前 ス ペ ー
ス ６ ０ の 空 気 を 抜 き 、 傷 を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ３ は 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル の レ ベ ル に お け る メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 １ ０ の 横 断 面
図 で あ り 、 ス ト リ ン グ １ ５ の 下 端 が ア ン カ ー １ ４ の タ ブ ４ ２ の 首 ４ ４ の 周 り で 輪 に さ れ 、
ス ト リ ン グ の 上 端 で あ る 自 由 端 が 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル 位 置 の 孔 ８ ２ を 通 り 抜 け て 腹 ５ ８
の 外 側 に 配 置 さ れ て い る 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ４ は 図 １ ２ と 同 様 の 横 断 面 図 で あ り 、 ス リ ー ブ １ ２ を 取 り 除 い た 後 の 、 恥 骨 結 合 上
ト ロ カ ー ル 位 置 の レ ベ ル に お け る も の で あ り 、 メ ッ シ ュ ロ ー ル １ ６ の 外 側 回 旋 ４ ６ が ア ン
カ ー １ ４ と 腹 壁 ５ ８ の 間 に 配 置 さ れ 、 ス ト リ ン グ １ ５ が メ ッ シ ュ 孔 ４ ８ と 恥 骨 結 合 上 ト ロ
カ ー ル 孔 ８ ２ を 通 り 、 ス ト リ ン グ １ ５ の 輪 が ア ン カ ー １ ４ の タ ブ ４ ２ の 首 ４ ４ を 囲 ん で い
る 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 発 明 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 「 ス ト リ ン グ 」 又 は 「 テ ザ ー 」 に 言 及 し て 説 明 し た が 、
こ れ ら に 限 定 す る も の で は な く 、 コ ー ド 、 線 、 そ の 他 同 等 物 を 使 用 で き る こ と が 理 解 さ れ
る 。 ま た 、 「 ス ト リ ン グ 」 と 「 テ ザ ー 」 は 同 義 語 で あ り 、 上 記 同 等 物 を 含 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 補 綴 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の ス リ ー ブ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ Aは 、 図 ２
の ス リ ー ブ を 左 側 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 １ の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の ア ン カ ー の 平 面 図 で あ る 。 図 ３ Aは 図 ３ の
ア ン カ ー の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ４ － ４ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ア ン カ ー の 第 １ 変 形 例 の 平 面 図 で あ る 、 図 ５ Aは ア ン カ ー の 第 ２ 変 形 例 の
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平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 外 科 用 メ ッ シ ュ ロ ー ル を 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 膨 ら ま せ た 腹 膜 前 ス ペ ー ス を 示 す 断 面 図 で あ り 、 腹 腔 鏡 鼠 蹊 部 ヘ ル ニ ア 修 復 の た
め の 図 １ の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 使 用 に 先 だ っ て 配 設 さ れ た 上 側 ト ロ カ ー ル （ 臍 下 ト ロ
カ ー ル ） 、 中 央 ト ロ カ ー ル 、 及 び 下 側 ト ロ カ ー ル （ 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル ） を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ７ と 同 様 な 断 面 図 で あ り 、 臍 下 ト ロ カ ー ル を 通 し て 腹 膜 前 ス ペ ー ス へ 前 進 さ せ
ら れ て 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル に 貫 通 挿 入 さ れ た 鉗 子 等 に よ っ て 把 持 さ れ た 本 発 明 の メ ッ
シ ュ ア ン カ ー 装 置 を 示 す も の で あ る 。
【 図 ９ 】 腹 膜 前 ス ペ ー ス を 通 っ て あ る 位 置 ま で 前 進 さ せ た 本 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置
の 拡 大 概 略 断 面 図 で あ り 、 ス リ ー ブ の 最 も 奥 深 い 端 部 が 恥 骨 の 後 ろ に 配 置 さ れ て 、 そ の 糸
又 は テ ザ ー が ス リ ー ブ に 垂 直 な 状 態 で 配 置 さ れ る よ う に 緊 張 さ れ 、 そ の 外 側 自 由 端 は お 腹
の 外 に 配 置 さ れ て い る （ 中 央 ト ロ カ ー ル は 図 面 を 見 や す く す る た め に 表 示 が 省 略 さ れ て い
る ） 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の ス リ ー ブ が 臍 下 ト ロ カ ー ル を 介 し て 腹 膜 前 ス
ペ ー ス か ら 部 分 的 に 取 り 除 か れ た 後 の 該 メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 拡 大 概 略 断 面 図 で あ り 、
そ の ア ン カ ー と 巻 か れ た メ ッ シ ュ ロ ー ル が 、 糸 に 与 え ら れ た テ ン シ ョ ン に よ っ て お 腹 の 内
壁 に し っ か り と 保 持 さ れ て い る 状 態 を 示 す （ 中 央 ト ロ カ ー ル は 図 面 を 見 や す く す る た め に
表 示 が 省 略 さ れ て い る ） 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の メ ッ シ ュ ロ ー ル と ア ン カ ー の 概 略 正 面 図 で あ
り 、 メ ッ シ ュ の ロ ー ル が 完 全 に 解 か れ て 広 げ ら れ る 前 の も の を 実 線 で 示 し 、 メ ッ シ ュ が 完
全 に 広 げ ら れ た 後 に 鼠 蹊 構 造 を カ バ ー す る メ ッ シ ュ の 最 終 位 置 を 破 線 で 示 す 。
【 図 １ ２ 】 メ ッ シ ュ を 止 め 付 け た 後 の 本 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 糸
の テ ン シ ョ ン が 緩 め ら れ ア ン カ ー が 中 央 ト ロ カ ー ル を 通 し て 鉗 子 に よ り 把 持 さ れ 腹 膜 前 ス
ペ ー ス か ら ス ト リ ン グ と 共 に 取 り 除 か れ る 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ３ 】 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル 域 の レ ベ ル に お い て 見 た 本 発 明 の メ ッ シ ュ ア ン カ ー 装 置
の 横 断 面 図 で あ り 、 装 置 の ス ト リ ン グ が そ の 下 端 に お い て 図 ３ の ア ン カ ー に 据 え つ け ら れ
、 上 側 自 由 端 が 腹 部 の 外 側 に 配 置 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 １ ４ 】 ス リ ー ブ を 除 去 し た 後 の 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル 域 の レ ベ ル に お い て 見 た 図 １ ２
と 同 様 な 横 断 面 図 で あ り 、 メ ッ シ ュ の 前 部 が ア ン カ ー と 腹 壁 の 間 に 配 置 さ れ 、 ス ト リ ン グ
が メ ッ シ ュ 孔 と 、 恥 骨 結 合 上 ト ロ カ ー ル 孔 を 通 り 、 ス ト リ ン グ の ル ー プ が ア ン カ ー の タ ブ
の 下 側 部 分 を 包 囲 し た 状 態 を 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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